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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
北
東
北
に
お
い
て
焼
畑
を
意
味
す
る
民
俗
語
彙
で
あ
る
「
ア
ラ
キ
」（
ア

ラ
ギ
・
ア
ラ
グ
等
と
も
呼
ば
れ
る
）
に
着
目
し
、
先
行
研
究
と
筆
者
の
調
査
デ
ー
タ

等
を
突
き
合
わ
せ
、
若
干
の
新
視
点
の
提
示
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

近
年
、
地
域
資
源
活
用
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
観
点
か
ら
、
日
本
国
内
の

焼
畑
に
つ
い
て
社
会
的
関
心
が
高
ま
り
、
研
究
も
増
加
し
て
い
る）

1
（

。
こ
う
し
た
中
で

北
東
北
は
、
例
え
ば
佐
々
木
高
明
氏
が
、
焼
畑
に
関
す
る
最
後
の
全
国
統
計
で
あ
る

一
九
五
〇
年
世
界
農
業
セ
ン
サ
ス
の
分
析
に
基
づ
き
「
青
森
県
の
大
部
分
が
焼
畑
空

白
地
帯
に
な
っ
て
い
る）

2
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
焼
畑
研
究
の
文
脈
で
は
、
九

州
・
四
国
・
中
部
地
方
な
ど
に
比
べ
て
、
相
対
的
に
着
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
地
域

で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
青
森
県
を
含
む
北
東
北
の
焼
畑
に
つ
い
て
は
、
民
俗
学
・
人
文

地
理
学
・
生
態
人
類
学
等
に
よ
っ
て
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
一
九
三
〇
〜
四
〇

年
代
に
は
山
口
弥
一
郎
氏
が
北
東
北
の
広
範
囲
で
の
踏
査
を
も
と
に
「
ア
ラ
キ
」
と

い
う
名
称
の
焼
畑
が
広
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
か
つ
「
ア
ラ
キ
」
が
も

と
も
と
は
開
墾
を
意
味
す
る
語
彙
で
あ
り
、
そ
の
後
焼
畑
と
い
う
意
味
が
付
加
さ
れ

た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る）

3
（

、
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
佐
々
木
高
明
氏
が
統
計
資
料

と
全
国
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
、
お
よ
び
青
森
県
田
子
町
で
の
現
地
調
査
を
も
と

に
、
北
上
山
地
を
中
心
に
分
布
す
る
「
春
播
き
の
大
豆
・
ア
ワ
を
主
作
物
と
す
る
耕

作
期
間
の
長
い
特
殊
な
焼
畑
輪
作
形
態
」
で
あ
る
「
ア
ラ
キ
型
焼
畑
」
と
い
う
類
型

を
設
定
し
て
い
る）

4
（

。
ま
た
、
野
本
寛
一
氏
は
「
北
の
焼
畑
」
に
関
す
る
研
究
の
一
環

と
し
て
、
青
森
県
南
部
町
（
旧
名
川
町
）
や
岩
手
県
久
慈
市
（
旧
山
形
村
）
の
焼
畑

に
つ
い
て
詳
細
に
調
査
し
、
雑
穀
を
中
心
と
し
、
鋤
を
活
用
す
る
耕
作
形
態
に
つ
い

て
民
俗
誌
的
に
記
述
し
て
い
る）

5
（

。

　

そ
し
て
一
九
八
〇
年
代
中
頃
よ
り
、
岡
惠
介
氏
が
岩
手
県
岩
泉
町
に
お
け
る
長
期

の
生
態
人
類
学
的
調
査
と
北
東
北
各
地
で
の
聞
き
書
き
に
基
づ
く
研
究
成
果
を
継
続

的
に
発
表
し
、
佐
々
木
氏
が
提
唱
し
た
「
ア
ラ
キ
型
焼
畑
」
の
中
に
、
同
じ
く
佐
々

木
氏
が
設
定
す
る
「
カ
ノ
型
焼
畑
」
に
近
い
焼
畑
も
含
ま
れ
る
こ
と
や
、
北
東
北
の

焼
畑
が
商
品
作
物
栽
培
を
も
取
り
込
み
、
地
域
に
よ
っ
て
多
様
な
輪
作
形
態
の
ヴ
ァ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
等
を
明
ら
か
に
し
て
い
る）

6
（

。

　

以
上
の
先
行
研
究
か
ら
は
、「
ア
ラ
キ
型
焼
畑
」
と
概
括
さ
れ
て
き
た
北
東
北
の

〔
論
文
〕

危
機
へ
の
対
応
手
段
と
し
て
の
「
ア
ラ
キ
」

辻　

本　

侑　

生

―
北
東
北
各
地
に
お
け
る
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
の
事
例
か
ら
―
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焼
畑
に
つ
い
て
、
商
品
作
物
栽
培
を
取
り
入
れ
つ
つ
雑
穀
作
を
主
と
す
る
こ
と
や
、

鋤
等
に
よ
る
耕
起
を
伴
う
こ
と
な
ど
、
興
味
深
い
特
色
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
先
述
し
た
よ
う
な
先
行
研
究
の
成
果
に
導
か
れ
つ
つ
、
北
東
北
で
の
資

料
調
査
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、「
ア
ラ
キ
型
焼
畑
」
の
類
型
名
の
も
と
と

な
っ
た
「
ア
ラ
キ
」
と
い
う
民
俗
語
彙
が
、
狭
義
の
焼
畑
に
と
ど
ま
ら
な
い
意
味
を

持
つ
可
能
性
に
着
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
と
り
わ
け
第
二
次
世
界
大
戦

前
後
と
い
う
「
危
機
」
の
時
代
に
、「
ア
ラ
キ
」
の
特
性
が
表
出
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
も
と
に
、
本
稿
は
、
あ

え
て
特
定
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
焦
点
化
せ
ず
、
先
行
研
究
に
よ
る
デ
ー
タ
や
新
聞
記
事

等
の
文
献
、
そ
し
て
筆
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
得
た
資
料
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
北
東
北
の
「
ア
ラ
キ
」
と
い
う
民
俗
語
彙
が
有
す
る
多
様
性

を
、
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
と
い
う
時
期
に
焦
点
化
し
て
浮
き
彫
り
に
す
る
こ

と
を
試
み
る
。

一　

食
料
増
産
と
ア
ラ
キ

　

一
九
三
六
年
、
秋
田
県
鹿
角
出
身
の
民
俗
学
者
・
内
田
武
志
氏
は
鹿
角
に
お
い
て

使
わ
れ
て
い
る
様
々
な
民
俗
語
彙
を
整
理
し
た
『
鹿
角
方
言
集
』
を
ま
と
め
た
。
こ

の
書
物
の
「
ア
ラ
ギ
」
の
項
目
を
み
る
と
、「
ア
ラ
ギ
は
山
の
荒
蕪
地
を
新
た
に
開

墾
し
た
畑
地
。
焼
畑
」、「
ア
ラ
ギ
・
オ
ゴ
ス　

荒
地
を
畑
に
す
る
を
謂
ふ）

7
（

」
と
あ
り
、

冒
頭
で
言
及
し
た
山
口
氏
の
見
解
と
同
じ
く
、
ア
ラ
ギ
が
開
墾
と
焼
畑
の
二
重
の
意

味
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

　
『
鹿
角
方
言
集
』
出
版
の
五
年
後
、
鹿
角
の
ア
ラ
ギ
は
思
わ
ぬ
観
点
か
ら
着
目
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
戦
争
前
夜
の
食
料
危
機
で
あ
る
。
例
え
ば
一
九
四
一
年
九
月
二

六
日
の
秋
田
魁
新
報
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

【
資
料
一
】

宮
川
村
の
〝
焼
畑
〞
活
用　

四
十
町
歩
に
植
林
伐
採
の
模
範

　

鹿
角
郡
宮
川
村
の
「
焼
畑
」
四
十
町
歩
が
各
方
面
の
注
目
す
る
処
と
な
り
、

さ
き
に
小
林
農
林
省
技
師
が
調
査
、
県 

試
験
場
平
田
技
師
も
実
地
を
詳
細
調

査
す
る
と
こ
ろ
あ
っ
た
。
宮
川
で
は
昔
か
ら
樹
木
を
伐
採
し
た
跡
は
そ
の
ま
ま

植
林
せ
ず
「
荒
起
」
と
称
し
て
こ
れ
を
開
墾
、
大
豆
、
青
刈
大
豆
、
粟
の
類
を

栽
培
し
て
ゐ
る
。
樹
木
を
伐
っ
て
か
ら
は
一
年
ま
た
は
二
年
こ
れ
ら
の
も
の
を

栽
培
す
る
畑
を
「
焼
畑
」
と
称
し
て
い
る
訳
だ
が
、
一
年
ま
た
は
二
年
焼
畑
に

し
て
こ
れ
か
ら
杉
を
植
え
る
と
杉
の
生
育
良
く
雑
草
も
生
え
ず
植
林
と
し
て
申

分
な
い
。
焼
畑
時
代
は
耕
起
す
る
だ
け
で
肥
料
は
要
せ
ず
植
林
後
も
間
作
し
て

を
り
時
局
柄
寸
土
活
用
の
模
範
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
焼
畑
が
全
村
に
四
十

町
歩
あ
り
次
ぎ
次
ぎ
と
植
林
伐
採
が
行
わ
れ
て
ゐ
る）

8
（

　

資
料
一
に
よ
れ
ば
、
宮
川
村
（
現
鹿
角
市
）
の
焼
畑
が
植
林
と
食
料
増
産
を
両
立

す
る
効
果
的
な
農
法
で
あ
る
と
し
て
、
農
林
省
か
ら
技
師
が
調
査
に
来
た
と
報
道
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
九
四
三
年
七
月
六
日
の
「
秋
田
魁
新
報
」
に
も
、「
造
林
と
増
産
の
交

流　

特
殊
存
在
鹿
角
の
〝
焼
畑
〞」
と
い
う
記
事
タ
イ
ト
ル
で
、
以
下
の
よ
う
な
内

容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

【
資
料
二
】

　

先
祖
伝
来
の
自
然
農
耕
方
法
を
執
っ
て
ゐ
る
焼
畑
が
八
幡
平
と
と
も
に
鹿
角

郡
宮
川
村
の
名
物
だ
。
樹
木
も
早
く
成
育
し
大
豆
、
小
豆
、
ソ
バ
、
馬
鈴
薯
、
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青
刈
大
豆
の
類
も
収
穫
す
る
。
こ
の
農
耕
こ
そ
は
戦
争
を
解
決
す
る
食
糧
増
産

に
も
っ
て
来
い
だ
。
農
林
省
も
県
農
会
も
宮
川
村
の
焼
畑
に
注
目
し
そ
れ
ぞ
れ

の
係
員
が
出
張
し
て
詳
細
な
調
査
を
し
て
ゐ
る
。（
中
略
）
春
早
く
視
察
に
来

村
し
た
農
林
省
の
係
員
は
洵
に
稀
な
珍
ら
し
い
標
本
を
み
る
よ
う
だ
と
同
村
長

谷
川
国
民
学
校
裏
手
の
焼
畑
を
視
て
激
讃
し
た
も
の
だ
。（
中
略
）
郡
農
会
で

は
、
焼
畑
を
視
察
に
来
る
人
々
が
多
く
て
案
内
に
も
困
る
程
だ
が
最
も
古
い
耕

作
方
法
で
そ
の
原
始
耕
作
が
最
も
効
果
多
い
事
を
見
て
山
林
と
農
作
に
関
心
を

深
め
て
帰
る
事
は
悦
ば
し
い
、
宮
川
村
の
名
物
で
あ
る
。
こ
れ
を
全
国
的
に
し

た
い
と
思
っ
て
ゐ
る）

9
（

　

こ
れ
は
資
料
一
か
ら
二
年
後
の
記
事
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
宮
川
村
に
お
け
る
焼

畑
が
先
進
事
例
と
し
て
、
多
く
の
視
察
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
注
目
を
集
め
て
い
る

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
こ
の
時
着
目
さ
れ
た
鹿
角
の
ア
ラ
ギ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

筆
者
が
秋
田
県
鹿
角
市
小
豆
沢
を
訪
れ
て
聞
き
書
き
を
し
て
み
る
と
、
資
料
三
の
通

り
、
小
規
模
な
雑
穀
を
作
る
焼
畑
の
こ
と
も
、
戦
後
の
食
料
危
機
で
大
規
模
に
開
墾

し
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
作
っ
た
焼
畑
の
、
い
ず
れ
の
こ
と
も
「
ア
ラ
ギ
」
と
称
し
て
い

た
。

【
資
料
三
】

　

ア
ラ
ギ
は
、
普
通
は
個
人
所
有
の
山
で
行
い
、
一
か
所
五

－

六
反
歩
程
度
で

あ
る
。
草
木
を
伐
採
し
た
後
、
野
焼
き
し
、
大
豆
、
小
豆
、
粟
、
蕎
麦
、
カ
ボ

チ
ャ
、
赤
カ
ブ
、
白
カ
ブ
な
ど
を
育
て
る
。
た
だ
し
、
一
九
四
六
年
に
村
の
神

社
が
火
事
に
な
っ
た
際
、
再
建
資
金
繰
り
の
た
め
三
〇
町
歩
ほ
ど
の
杉
林
を
伐

採
し
、
食
糧
難
の
時
代
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
こ
で
ア
ラ
ギ
を
や
っ
て
馬
鈴
薯
を

栽
培
し
た
。
こ
の
と
き
の
火
入
れ
作
業
は
大
人
た
ち
が
担
っ
た
が
、
子
ど
も
た

ち
も
人
糞
桶
を
担
い
で
、
馬
鈴
薯
の
植
え
付
け
や
施
肥
を
手
伝
っ
た）

10
（

。

　

こ
の
資
料
三
に
お
い
て
は
、
火
入
れ
を
伴
う
小
規
模
な
焼
畑
と
、
食
料
危
機
の
際

に
大
規
模
に
行
う
焼
畑
の
、
ど
ち
ら
を
も
「
ア
ラ
ギ
」
と
い
う
語
彙
で
表
現
し
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
、
小
豆
沢
を
含
む
八
幡
平
地
区
に
お
け
る
民
俗
調
査
報
告

書
に
お
い
て
は
、「
食
糧
難
の
時
期
に
は
、
せ
ま
い
原
野
や
あ
れ
地
を
も
ア
ラ
ギ
に
し

た）
11
（

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
食
料
危
機
の
際
の
ア
ラ
ギ
は
よ
り
小
規
模
な
土
地
で
も
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

戦
時
中
に
お
け
る
事
例
は
、
岩
手
県
の
三
陸
沿
岸
南
部
、
大
船
渡
市
三
陸
町
綾
里

で
も
聞
か
れ
た
。
綾
里
は
定
置
網
漁
や
ホ
タ
テ
養
殖
な
ど
漁
業
で
栄
え
て
き
た
地
域

で
あ
る
が
、
海
岸
に
す
ぐ
山
が
迫
る
リ
ア
ス
地
形
の
特
性
上
、
林
業
な
ど
山
の
生
業

も
盛
ん
で
あ
り
、
焼
畑
も
昭
和
戦
前
期
ご
ろ
ま
で
営
ま
れ
て
い
た
。
綾
里
村
の
焼
畑

は
「
ア
ラ
グ
」
と
呼
ば
れ
、
地
元
の
郷
土
雑
誌
「
三
陸
の
む
か
し
が
た
り
」
七
号
（
一

九
八
七
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
綾
里
の
住
民
・
木
下
庄
吉
氏
の
回
想
に
よ
れ
ば
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

【
資
料
四
】

　

昔
は
食
糧
は
粗
食
で
主
に
大
麦
、
小
麦
、
稗
、
粟
、
大
豆
等
を
常
食
と
し
て

米
は
ほ
ん
の
稀
に
食
し
、
主
に
雑
穀
を
田
畑
で
収
穫
し
た
の
で
す
。
そ
れ
で
も

畑
の
沢
山
あ
る
家
庭
で
は
焼
畑
を
耕
作
す
る
事
は
な
い
の
で
す
が
、
畑
の
不
足

な
家
庭
で
は
焼
畑
作
り
に
懸
命
で
し
た
。
公
有
林
を
伐
採
す
る
と
競
っ
て
伐
採

趾
を
整
地
し
て
穀
物
の
種
を
播
種
し
て
食
糧
の
増
産
に
務
め
た
の
で
す
。
こ
の

焼
畑
作
り
は
、
畑
耕
作
と
比
べ
非
常
に
苦
労
が
多
く
、
耕
作
に
通
う
の
も
遠
い

山
路
が
多
く
、
秋
の
取
り
入
れ
に
は
重
い
穀
物
を
肩
に
背
負
っ
て
運
ば
な
け
れ
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ば
な
り
ま
せ
ん
。
整
地
は
木
の
根
が
あ
る
の
で
、
根
を
掘
り
起
し
作
業
は
大
変

な
重
労
働
で
、
そ
れ
で
も
食
糧
獲
得
の
た
め
に
未
明
に
起
き
て
せ
っ
せ
と
遠
い

山
路
を
通
う
の
で
し
た
。
焼
畑
作
り
は
主
婦
が
主
体
で
働
く
の
で
す
か
ら
、
女

子
の
仕
事
に
は
過
分
の
重
労
働
で
、
主
人
は
海
で
の
労
働
、
主
婦
は
焼
畑
作
り

の
仕
事
と
非
文
化
時
代
の
生
活
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
焼

畑
作
り
は
当
時
の
呼
名
を
（
ア
ラ
グ
マ
キ
）
と
語
り
、
整
地
に
は
必
ず
害
虫
駆

除
の
た
め
地
面
を
焼
く
の
で
ア
ラ
グ
焼
作
業
と
い
い
、
火
災
を
注
意
し
て
無
風

状
態
の
日
を
選
び
入
念
に
働
い
た
の
で
す）

12
（

　

第
二
次
世
界
大
戦
に
綾
里
村
か
ら
出
征
し
た
兵
士
に
向
け
て
、
村
の
ニ
ュ
ー
ス
を

伝
え
て
い
た
『
銃
後
だ
よ
り
』
と
い
う
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
銃
後
だ
よ
り

の
中
に
も
、
ア
ラ
ク
に
関
す
る
記
載
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
三
六
号
（
一
九
四
一
年

三
月
二
五
日
発
行
）
に
は
資
料
五
の
よ
う
に
「
ア
ラ
ク
の
利
用
」
と
い
っ
た
記
述
が

み
ら
れ
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
前
か
ら
、
ア
ラ
ク
を
利
用
し
た
食
料
増
産
が
計
画

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

【
資
料
五
】

　
（
昭
和
一
六
年
）
三
月
十
日　

大
政
翼
賛
会
綾
里
支
部
の
発
会
式
を
役
場
楼

止
に
於
い
て
六
十
余
名
参
列
の
も
と
に
午
後
一
時
開
催
。『
我
等
は
私
を
捨
て

大
政
翼
賛
に
貢
献
す
る
』
意
を
決
議
。
厳
粛
裡
に
午
後
二
時
閉
会
。
引
続
き
村

常
会
開
催
。
食
糧
増
産
退
蔵
金
献
納
茶
殻
集
収
運
動
実
施
に
つ
き
協
議
。
食
糧

増
産
は
各
種
団
体
の
力
で
荒
地
の
開
墾
、
ア
ラ
ク
の
利
用
、
茶
殻
は
小
学
児
童

に
は
毎
日
各
家
庭
よ
り
集
収
す
る
。
退
蔵
金
は
各
部
落
班
長
は
集
め
る）

13
（

　

こ
の
ほ
か
、
六
五
号
（
一
九
四
三
年
四
月
二
五
日
）
の
「
青
年
団
便
り
」
の
箇
所

に
は
「
銃
後
ノ
増
産
戦
ノ
季
節
ト
ナ
ッ
タ
ノ
デ
待
ッ
テ
ヰ
タ
ト
バ
カ
リ
ニ
各
分
団
単

位
ニ
テ
（
ア
ラ
ク
）
及
荒
地
ヲ
耕
シ
馬
鈴
薯
ノ
播
種
ス
ベ
ク
大
根
及
稗
ト
ヲ
準
備
中）

14
（

」

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
戦
時
中
の
綾
里
に
お
い
て
、
青
年
団
に
よ
っ
て
集
団
的
に
焼

畑
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

二　

開
拓
と
ア
ラ
キ

　

既
に
述
べ
て
い
る
通
り
、
ア
ラ
キ
が
焼
畑
と
い
う
農
法
で
は
な
く
、
開
拓
す
る
こ

と
や
、
開
拓
地
そ
の
も
の
を
指
す
語
彙
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
岩
手
県
の

気
仙
川
沿
い
に
位
置
す
る
中
山
間
地
域
、
陸
前
高
田
市
横
田
町
舞
出
で
は
、
戦
後
の

食
料
不
足
の
時
期
に
戦
後
開
拓
が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
戦
後
開
拓
地
の
こ
と
を
舞

出
で
は
現
在
で
も
「
ア
ラ
グ
」
と
称
し
て
い
る）

15
（

。

　

こ
う
し
た
焼
畑
と
開
拓
・
開
墾
の
意
味
が
入
り
混
じ
る
事
例
は
、
青
森
県
南
部
地

域
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
八
戸
市
南
郷
の
島
守
地
区
で
は
、
集
落
に
よ
っ

て
焼
畑
が
「
カ
イ
コ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
場
合
と
「
ア
ラ
ギ
オ
コ
シ
」（
も
し
く
は
ア

ラ
ジ
オ
コ
シ
）
と
呼
ば
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る）

16
（

。
八
戸
市
根
岸

地
区
に
お
い
て
も
焼
畑
を
「
ア
ラ
ギ
オ
コ
シ
」
と
言
い
、「
二
年
ぐ
ら
い
は
、
肥
料

の
要
ら
な
い
大
豆
を
植
え
、
そ
の
後
は
普
通
の
畑
と
し
て
使
用
し
た）

17
（

」
と
い
う
よ
う

に
、
焼
畑
を
行
っ
た
後
、
常
畑
に
転
換
す
る
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

焼
畑
・
開
拓
・
開
墾
を
め
ぐ
っ
て
錯
綜
す
る
語
彙
を
理
解
す
る
上
で
補
助
線
と
な

る
の
が
、
舘
花
久
二
男
氏
に
よ
る
研
究
で
あ
る
。
舘
花
氏
は
聞
き
取
り
調
査
に
基
づ

き
、
八
戸
市
美
保
野
・
花
生
や
階
上
町
東
平
に
お
い
て
、
昭
和
二
〇
年
代
の
緊
急
開

拓
事
業
に
お
け
る
開
拓
を
指
す
語
彙
と
し
て
「
ア
ラ
キ
」
が
使
わ
れ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る）

18
（

。
そ
し
て
舘
花
氏
は
、
青
森
県
南
部
地
域
に
お
け
る
「
ア
ラ
キ
」
と
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い
う
語
彙
が
、
①
焼
畑
（
一
時
的
な
畑
作
）、
②
常
畑
を
作
る
た
め
の
開
墾
、
③
集

団
入
植
に
よ
る
開
墾
（
戦
後
の
緊
急
開
拓
）、
と
い
う
三
つ
の
意
味
を
有
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
お
り）

19
（

、
本
稿
の
問
題
意
識
か
ら
す
る
と
非
常
に
興
味
深
い
。

　

た
だ
し
、
こ
の
舘
花
氏
の
整
理
に
あ
る
①
〜
③
の
意
味
は
、
現
実
に
は
複
雑
に
入

り
交
じ
り
、
か
つ
時
代
に
よ
っ
て
も
変
化
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
論
点
に
つ
い
て
、
試
み
に
青
森
県
西
目
屋
村
大
秋
の
事
例
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

西
目
屋
村
は
、
弘
前
市
に
隣
接
し
つ
つ
も
、
山
林
に
囲
ま
れ
た
奥
ま
っ
た
山
村
で
あ

る
。
こ
の
西
目
屋
村
の
大
秋
集
落
は
、
近
世
期
に
は
凶
作
に
襲
わ
れ
て
多
数
の
死
者

に
見
舞
わ
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。
山
口
氏
は
、
一
九
四
〇
年
代
に
西
目
屋
村
大
秋
で

凶
作
と
焼
畑
に
関
す
る
現
地
調
査
を
行
い
、
水
田
開
発
が
進
ん
で
焼
畑
が
衰
退
し
つ

つ
も
、
未
だ
存
続
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る）

20
（

。
山
口
氏
は
、
大
秋
の
ア
ラ
キ
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

【
資
料
六
】

　

こ
の
村
の
山
野
を
開
墾
す
る
こ
と
を
ア
ラ
キ
オ
コ
シ
と
い
う
。
古
語
と
も
覚

し
い
焼
蒔
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
所
を
み
る
と
、
古
く
よ
り
行
な
わ
れ
て
い

た
の
は
勿
論
で
、
春
の
四
月
下
旬
頃
山
野
を
切
り
払
っ
て
、
二
十
日
位
過
ぎ
て

焼
払
い
、
第
一
年
目
は
粟
、
黍
、
二
年
目
春
馬
鈴
薯
、
そ
の
跡
に
蕎
麦
、
三
年

目
小
豆
或
は
大
豆
等
を
作
付
す
る
。
作
物
の
生
育
が
よ
け
れ
ば
七
八
年
も
無
肥

料
で
作
る
所
が
あ
り
、
そ
の
後
は
約
二
十
年
間
も
ソ
ラ
ス
、
即
ち
荒
し
て
休
閑

す
る
意
で
あ
る
。
植
林
は
特
に
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
人
一
代
で
は
再
び
起
す

よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
と
は
国
有
山
野
に
も
自
由
に
ア
ラ

キ
を
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
が
、
三
十
年
程
前
よ
り
官
地
を
無
断
ア
ラ

キ
を
起
す
こ
と
が
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
、
現
在
は
部
落
よ
り
一
里
乃
至
一
里
半
も

離
れ
た
共
有
原
野
を
起
し
て
い
る）

21
（

。

　

凶
作
に
度
々
襲
わ
れ
て
き
た
西
目
屋
村
大
秋
に
お
い
て
、
ア
ラ
キ
に
よ
る
開
墾
は

あ
る
種
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
山
口
氏
が
調
査
に
訪
れ
た

一
九
四
〇
年
代
も
、
衰
退
し
な
が
ら
も
火
入
れ
を
伴
う
ア
ラ
キ
が
み
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
二
〇
二
二
年
五
月
に
筆
者
が
西
目
屋
村
大
秋
で
実
施
し
た
聞
き
取
り
に
よ

れ
ば
、
西
目
屋
村
大
秋
に
お
け
る
ア
ラ
キ
と
は
、
昭
和
二
〇
年
代
前
半
に
お
い
て
、

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

【
資
料
七
】

　

ア
ラ
キ
オ
コ
シ
は
原
野
を
起
こ
す
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
二
〇
年
代
前
半
ご
ろ

ま
で
は
、
ス
イ
カ
や
マ
ク
ワ
ウ
リ
を
ア
ラ
キ
で
つ
く
っ
て
い
た
。
ア
ラ
キ
で
は

火
は
入
れ
な
か
っ
た
。
ス
イ
カ
は
苗
が
普
及
す
る
前
、
種
ま
き
で
栽
培
し
て
い

た
と
き
は
連
作
障
害
が
起
こ
り
や
す
か
っ
た
の
で
、
一
回
も
畑
に
し
て
い
な
い

場
所
か
、
何
年
か
前
に
栽
培
し
て
放
置
し
た
場
所
で
栽
培
し
て
い
た
。
火
を
入

れ
な
い
の
で
、
丁
寧
に
耕
し
、
雑
草
も
抜
い
た
。
火
を
入
れ
な
い
理
由
と
し
て

は
、
火
入
れ
し
な
い
ほ
う
が
、
草
木
が
発
酵
し
て
養
分
に
な
る
と
言
っ
て
い
る

人
も
い
る
。
市
販
の
苗
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
連
作
障
害
が
少
な
く

な
っ
た
た
め
、
ア
ラ
キ
オ
コ
シ
で
栽
培
し
な
く
な
っ
た）

22
（

。

　

資
料
七
を
み
る
と
、
昭
和
二
〇
年
代
前
半
、
す
な
わ
ち
終
戦
直
後
の
西
目
屋
村
大

秋
に
お
い
て
、「
ア
ラ
キ
」
は
火
入
れ
を
せ
ず
、
連
作
障
害
を
避
け
る
た
め
に
輪
作

し
て
ス
イ
カ
等
を
栽
培
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
西
目
屋
村
大
秋
に
お
け
る
「
ア
ラ
キ
」
は
、
凶
作
と
い
う

危
機
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
開
墾
か
ら
、
戦
前
に
は
火
入
れ
を
伴
っ
て
雑
穀
や
馬
鈴

薯
を
栽
培
す
る
焼
畑
、
そ
し
て
終
戦
直
後
に
は
火
入
れ
を
伴
わ
ず
ス
イ
カ
等
を
栽
培
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す
る
、
菜
園
に
近
い
性
格
の
一
時
的
な
畑
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

舘
花
氏
の
報
告
に
あ
る
南
部
地
域
の
「
ア
ラ
キ
」
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
緊
急
開

拓
の
意
味
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
、
西
目
屋
村
で
は
そ
の
同
じ
時
期
に
菜
園
に
近

い
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
対
照
で
あ
り
、
今
後
地
域
性
も
考
慮
に
入

れ
つ
つ
、
差
異
が
生
じ
た
要
因
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

以
上
、
本
稿
で
は
文
献
お
よ
び
現
地
調
査
か
ら
、
青
森
県
・
秋
田
県
・
岩
手
県
各

地
に
お
け
る
「
ア
ラ
キ
」
の
事
例
を
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
の
時
代
に
焦
点
化
し

な
が
ら
概
観
し
て
き
た
。
言
及
し
た
事
例
か
ら
は
、「
ア
ラ
キ
」
と
い
う
民
俗
語
彙

が
「
焼
畑
」
と
い
う
農
法
の
一
つ
の
分
類
で
あ
る
以
上
に
、
慣
行
的
な
焼
畑
に
よ
る

作
物
栽
培
か
ら
、
戦
争
に
よ
る
食
料
危
機
や
戦
後
開
拓
と
い
っ
た
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な

事
態
へ
の
対
処
を
も
幅
広
く
含
む
語
彙
で
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
た
。
例
え
ば
佐
々

木
高
明
氏
が
「
一
時
的
な
開
拓
地
型
の
焼
畑
は
、
本
来
の
焼
畑
と
は
性
格
を
異
に
す

る
も
の
で
あ
り
、
当
然
区
別
し
て
考
察
さ
れ
る
べ
き）

23
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、

食
料
危
機
の
時
期
の
焼
畑
や
開
拓
目
的
の
焼
畑
は
、
循
環
的
な
輪
作
に
よ
ら
な
い
例

外
的
な
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
焼
畑
研
究
に
お
い
て
積
極
的
に
検
討
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
北
東
北
各
地
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
ア
ラ
キ
」
と
い

う
民
俗
語
彙
に
着
目
す
れ
ば
、
先
行
研
究
が
「
焼
畑
」
と
し
て
捉
え
て
き
た
輪
作
型

の
焼
畑
も
、
食
料
危
機
対
応
や
開
拓
目
的
の
焼
畑
も
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
視
点
か
ら
見

れ
ば
同
じ
「
ア
ラ
キ
」
で
あ
り
、
連
続
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

岡
惠
介
氏
は
岩
手
県
北
部
か
ら
青
森
県
で
「
ア
ラ
キ
型
焼
畑
」
を
調
査
し
、「
こ

の
地
域
の
焼
畑
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
幅
を
持
っ
て
お
り
、
地
域
的
な
農
耕
技
術
や
市
場

経
済
の
影
響
を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
変
化
し
て
き
た
可
能
性）

24
（

」
を
指
摘
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
こ
の
指
摘
に
賛
同
す
る
と
と
も
に
、
ア
ラ
キ
が
狭
義
の
火
入
れ
を
伴
う
焼

畑
以
外
に
、
北
東
北
で
の
地
域
の
危
機
対
応
に
関
す
る
、
よ
り
幅
広
い
意
味
合
い
を

持
つ
重
要
な
語
彙
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。

　

た
だ
し
、
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
本
稿
の
結
論
は
、
焼
畑
が
今
後
の
未
来
に

発
生
し
う
る
食
料
危
機
の
際
に
、
役
立
つ
か
も
し
れ
な
い
方
法
で
あ
る
、
と
い
う
単

純
な
知
見
を
意
味
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
が
既
に
別
稿
に
て
明
ら
か
に

し
た
通
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
は
国
策
と
し
て
焼
畑
が
奨
励
さ
れ
、
当
時
岩

手
県
で
高
等
女
学
校
の
教
頭
職
に
あ
っ
た
山
口
弥
一
郎
は
、
教
員
か
つ
焼
畑
の
専
門

家
の
立
場
と
し
て
、
学
生
た
ち
を
指
導
し
て
焼
畑
に
よ
る
食
料
増
産
を
試
み
た
が
、

結
果
は
全
く
作
物
が
収
穫
で
き
な
い
大
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る）

25
（

。
本
稿
が
強
調
す
る

の
は
、
過
去
の
「
危
機
対
応
」
を
単
純
に
称
揚
す
る
こ
と
で
は
な
く
、「
ア
ラ
キ
」

と
い
う
民
俗
語
彙
一
つ
に
着
目
し
て
も
複
雑
に
現
出
す
る
「
危
機
の
フ
ォ
ー
ク
ロ

ア）
26
（

」
を
よ
り
精
緻
に
捉
え
て
い
く
調
査
研
究
の
必
要
性
で
あ
る
。

　

な
お
、
西
目
屋
村
大
秋
の
事
例
か
ら
は
、「
ア
ラ
キ
」
と
い
っ
た
と
き
に
は
、
火

入
れ
を
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
し
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
こ
の
こ

と
は
、
火
入
れ
に
対
す
る
権
力
の
介
在
の
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
青
森

県
史
叢
書
『
岩
木
川
流
域
の
民
俗
』
に
よ
れ
ば
、
青
森
県
大
鰐
町
居
土
で
は
「
山
に

新
た
に
畑
地
を
開
く
こ
と
を
ア
ラ
ギ
と
い
っ
た
。
山
を
焼
く
こ
と
は
ご
法
度
で
、
焼

畑
を
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
う）

27
（

」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
宮
本
常
一
氏

が
一
九
六
三
年
に
下
北
郡
川
内
町
畑
（
現
む
つ
市
）
で
行
っ
た
調
査
の
ノ
ー
ト
に
は
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「
焼
畑
は
、
明
治
四
二
年
の
と
し
は
書
き
物
を
持
っ
て
出
ろ
と
い
う
通
達
が
あ
っ
た）

28
（

」

と
い
う
記
載
が
み
ら
れ
、
下
北
に
お
い
て
も
行
政
に
よ
る
焼
畑
の
把
握
が
試
み
ら
れ

た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
統
計
上
、
青
森

県
が
あ
た
か
も
焼
畑
の
空
白
地
帯
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
と
も
関
連
す
る

可
能
性
が
あ
ろ
う
。
行
政
権
力
に
よ
る
火
入
れ
規
制
が
見
ら
れ
る
一
方
、
秋
田
県
鹿

角
市
（
旧
宮
川
村
）
の
事
例
の
よ
う
に
戦
時
中
は
国
に
よ
る
焼
畑
再
評
価
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
焼
畑
を
巡
る
政
策
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
北
東
北
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い

て
検
討
す
べ
き
重
要
な
論
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）

29
（

。
今
後
継
続
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
今
回
は
論
点
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
北
東
北
の
焼
畑
は
道
具

を
使
う
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、
例
え
ば
青
森
県
田
子
町
に
お
け
る
「
昭
和
三
六
年
頃

ま
で
は
六
月
頃
に
集
落
内
で
ア
ラ
キ
オ
コ
シ
と
い
う
焼
畑
が
行
わ
れ
て
い
た
。
木
綿

な
ど
の
布
で
作
っ
た
縄
に
一
定
の
間
隔
で
マ
ッ
チ
棒
を
取
り
付
け
て
火
を
点
け
、
じ

わ
り
じ
わ
り
と
少
し
ず
つ
焼
い
て
い
っ
た）

30
（

」
と
い
っ
た
事
例
か
ら
は
、
多
様
な
道
具

が
焼
畑
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
、
焼
畑
と
道
具
と
の

結
び
つ
き
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
1
）
鈴
木
玲
治
・
大
石
高
典
・
増
田
和
也
・
辻
本
侑
生
編
『
焼
畑
が
地
域
を
豊
か
に
す

る　

火
入
れ
か
ら
は
じ
め
る
地
域
づ
く
り
』（
実
生
社
、
二
〇
二
二
年
）、
池
谷
和
信
・

米
家
泰
作
・
佐
藤
廉
也
「
新
た
な
焼
畑
像
を
探
る　

佐
々
木
高
明
の
研
究
を
超
え
て
」

（『
季
刊
民
族
学
』
一
八
一
、
二
〇
二
二
年
）
な
ど
。

（
2
）
佐
々
木
高
明
『
日
本
の
焼
畑
』（
古
今
書
院
、一
九
七
二
年
）
二
七
頁
。
な
お
、佐
々

木
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
焼
畑
面
積
が
小
規
模
な
市
町
村
も
含
め
て
一
九
五
〇

年
世
界
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
焼
畑
分
布
図
を
再
作
成
し
た
米
家
泰
作
氏
に
よ
る
図

を
見
て
も
、や
は
り
青
森
県
は
「
焼
畑
空
白
地
帯
」
と
な
っ
て
い
る
（
米
家
泰
作
「
焼

畑
か
ら
見
た
日
本
」（『
月
刊
み
ん
ぱ
く
』
四
六
―
二
、
二
〇
二
二
年
））。

（
3
）
山
口
弥
一
郎
『
東
北
の
焼
畑
慣
行
』（
恒
春
閣
書
房
、
一
九
四
四
年
）
四
五
〜
九

二
頁
、
お
よ
び
一
六
五
〜
一
七
〇
頁
。

（
4
）
佐
々
木
高
明
『
日
本
の
焼
畑
』（
古
今
書
院
、
一
九
七
二
年
）
一
二
八
頁
。

（
5
）
野
本
寛
一
『
焼
畑
民
俗
文
化
論
』（
雄
山
閣
、一
九
八
四
年
）
六
〇
三
〜
六
〇
八
頁
。

（
6
）
岡
惠
介
「
北
上
山
地
中
北
部
の
焼
畑
経
営
の
変
化
の
諸
相　

ア
ラ
キ
型
・
カ
ノ
型

漸
移
帯
か
ら
ア
ラ
キ
型
地
帯
へ
」（『
ア
レ
ン
短
期
大
学
紀
要
』
七
、
一
九
九
〇
年
）、

岡
惠
介
「「
ア
ラ
キ
型
」
焼
畑
の
多
様
性
の
意
味
」（
篠
原
徹
編
『
民
俗
の
技
術
』、

朝
倉
書
店
、
一
九
九
八
年
）、
岡
惠
介
『
増
補
改
訂
版　

山
棲
み
の
生
き
方　

木
の

実
食
・
焼
畑
・
狩
猟
獣
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
』（
七
月
社
、
二
〇
二
一
年
）。

（
7
）
内
田
武
志
『
鹿
角
方
言
集
』（
刀
江
書
院
、
一
九
三
六
年
）
一
〇
頁
。

（
8
）『
秋
田
魁
新
報
』（
一
九
四
一
年
九
月
二
六
日
）。

（
9
）『
秋
田
魁
新
報
』（
一
九
四
三
年
七
月
六
日
）。

（
10
）
秋
田
県
鹿
角
市
小
豆
沢
・
安
保
源
悦
氏
（
一
九
三
二
年
生
ま
れ
）
よ
り
、
二
〇
二

二
年
六
月
二
十
一
日
聞
き
取
り
。

（
11
）
鹿
角
市
市
史
編
さ
ん
室
『
八
幡
平
の
民
俗
（
鹿
角
市
史
民
俗
調
査
報
告
書
第
一

集
）』（
鹿
角
市
、
一
九
九
〇
年
）
五
八
〜
五
九
頁
（
阿
部
繁
治
氏
執
筆
部
分
）。

（
12
）
木
下
庄
吉
「
焼
畑
作
り
」（『
三
陸
の
む
か
し
が
た
り
』
七
、
一
九
八
七
年
）
五
一

〜
五
二
頁
。

（
13
）
綾
里
村
銃
後
通
信
連
絡
部
報
記
念
出
版
会
『
綾
里
村
銃
後
だ
よ
り
』（
一
九
八
五

年
）。

（
14
）
綾
里
村
銃
後
通
信
連
絡
部
報
記
念
出
版
会
『
綾
里
村
銃
後
だ
よ
り
』（
一
九
八
五

年
）。
こ
の
資
料
の
引
用
部
分
に
つ
い
て
は
、
辻
本
侑
生
「
思
い
が
け
な
い
「
焼
畑
」



―  48 ―

と
の
出
会
い
」（『
ま
ほ
ら
』
三
八
、
二
〇
一
七
年
）
で
萌
芽
的
に
言
及
し
た
。

（
15
）
辻
本
侑
生
「
横
田
地
区
と
「
津
波
」・「
山
津
波
」」（
中
野
泰
編
『
川
と
海
の
民
俗

誌　

陸
前
高
田
市
横
田
・
小
友
地
区
民
俗
調
査
報
告
書 

気
仙
地
域
の
歴
史
・
考
古
・

民
俗
学
的
総
合
研
究
・
民
俗
学
部
門
報
告
書
』（
科
研
費
基
盤
研
究
Ｂ
報
告
書
、
二

〇
一
七
年
））。

（
16
）
中
央
大
学
民
俗
研
究
会
『
昭
和
五
四
年
度
調
査
報
告
書
「
常
民
」
第
一
七
号　

青

森
県
三
戸
郡
南
郷
村
島
守
地
区
調
査
報
告
書
』（
一
九
八
〇
年
）
四
七
〜
四
八
頁
。

（
17
）
八
戸
市
史
編
纂
室
『
民
俗
調
査
報
告
書　

根
岸
地
区
の
民
俗　

平
成
一
二
年
度
民

俗
聞
き
取
り
調
査
よ
り
』（
八
戸
市
、二
〇
〇
四
年
）一
九
頁（
古
里
淳
氏
執
筆
部
分
）。

（
18
）
舘
花
久
二
男
『
近
代
八
戸
地
方
の
農
村
生
活
』（
八
戸
市
、
二
〇
〇
四
年
）
五
五

〜
六
六
頁
。

（
19
）
舘
花
久
二
男
『
近
代
八
戸
地
方
の
農
村
生
活
』（
八
戸
市
、二
〇
〇
四
年
）
六
九
頁
。

（
20
）
山
口
弥
一
郎
『
東
北
の
焼
畑
慣
行
』（
恒
春
閣
書
房
、
一
九
四
四
年
）
四
七
頁
。

（
21
）
山
口
弥
一
郎「
天
明
度
に
於
け
る
津
軽
大
秋
の
死
絶
と
再
興
」（『
社
会
経
済
史
学
』

一
九
―
四
・
五
、
一
九
五
三
年
）
八
五
〜
八
六
頁
。
こ
の
資
料
六
の
引
用
文
中
に
出

現
す
る
「
焼
蒔
（
や
き
ま
き
）」
は
、
山
口
氏
が
一
九
四
〇
年
代
当
時
に
西
目
屋
村

大
秋
の
古
老
か
ら
「
焼
畑
」
を
意
味
す
る
語
彙
と
し
て
聞
き
取
っ
た
も
の
で
あ
り
、

山
口
氏
は
こ
の
「
焼
蒔
」
を
「
ア
ラ
キ
」
よ
り
も
古
い
、
焼
畑
を
意
味
す
る
語
彙
で

あ
る
と
推
測
し
て
い
る
（
山
口
弥
一
郎
『
東
北
の
焼
畑
慣
行
』（
恒
春
閣
書
房
、
一

九
四
四
年
）
四
七
〜
四
八
頁
、
一
七
〇
頁
。

（
22
）
青
森
県
西
目
屋
村
大
秋
・
三
上
紘
一
氏
（
一
九
四
〇
年
生
ま
れ
）
よ
り
、
二
〇
二

二
年
五
月
三
〇
日
聞
き
取
り
。

（
23
）
佐
々
木
高
明
『
日
本
の
焼
畑
』（
古
今
書
院
、
一
九
七
二
年
）
二
〇
頁
。

（
24
）
岡
惠
介
「「
ア
ラ
キ
型
」
焼
畑
の
多
様
性
の
意
味
」（
篠
原
徹
編
『
民
俗
の
技
術
』

朝
倉
書
店
、
一
九
九
八
年
）
七
〇
頁
。

（
25
）
内
山
大
介
・
辻
本
侑
生
『
山
口
弥
一
郎
の
み
た
東
北　

津
波
研
究
か
ら
危
機
の

フ
ィ
ー
ル
ド
学
へ
』（
文
化
書
房
博
文
社
、
二
〇
二
二
年
）。

（
26
）「
危
機
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」
の
表
現
は
、
山
田
厳
子
氏
に
よ
る
（
山
田
厳
子
「
巫

女
と
戦
争　

東
北
に
お
け
る
危
機
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑
賞
』

七
三
―
八
、
二
〇
〇
八
年
）。
ま
た
、
本
稿
に
関
連
す
る
「
危
機
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」

の
視
点
か
ら
の
研
究
と
し
て
、
佐
藤
梨
恵
「「
非
常
時
」
へ
の
対
応 　

岩
手
県
八
幡

平
市
安
代
地
区
に
お
け
る
食
生
活
」（『
東
北
民
俗
』
四
二
、
二
〇
〇
八
年
）、
佐
藤

梨
恵
「「
食
い
つ
な
ぐ
」
た
め
の
仕
組
み　

岩
手
県
八
幡
平
市
安
代
地
区
の
事
例
か

ら
」（『
青
森
県
の
民
俗
』
八
、
二
〇
〇
八
年
）、
な
ど
が
あ
る
。

（
27
）
青
森
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
文
化
課
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
『
岩
木
川
流
域
の

民
俗
』（
青
森
県
、
二
〇
〇
八
年
）
三
一
頁
（
成
田
敏
氏
・
村
上
直
人
氏
執
筆
部
分
）。

（
28
）
宮
本
常
一
（
宮
本
千
晴
監
修
・
校
閲
、
田
村
善
次
郎
・
徳
毛
敦
洋
編
）『
宮
本
常

一
農
漁
村
採
訪
録
二
三
下
北
半
島
調
査
ノ
ー
ト
（
二
）』（
宮
本
常
一
記
念
館
、
二
〇

二
一
年
）
一
九
頁
。

（
29
）
こ
の
こ
と
と
、
現
在
の
青
森
県
に
お
け
る
「
わ
ら
焼
き
」（
水
田
に
お
け
る
稲
刈

り
後
の
火
入
れ
）
へ
の
規
制
と
の
間
に
関
連
性
が
あ
る
か
は
、
今
後
検
討
す
べ
き
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
30
）
弘
前
大
学
人
文
社
会
科
学
部
民
俗
学
研
究
室
『
田
子
の
民
俗　

青
森
県
三
戸
郡
田

子
町
』（
二
〇
一
八
年
）
三
六
頁
（
加
茂
通
典
氏
執
筆
部
分
）。

【
付
記
】 

本
稿
は
、
第
七
十
四
回
日
本
民
俗
学
会
年
会
（
二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
日
、

於
熊
本
大
学
）
で
口
頭
発
表
し
た
内
容
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、

Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
２
２
Ｋ
２
０
０
７
０
「
地
域
社
会
の
「
危
機
」
を
捉
え
る
民

俗
学
的
視
座
の
構
築
に
向
け
た
基
礎
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
辻
本
侑
生
）
の
助

成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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【
謝
辞
】 

西
目
屋
村
で
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
三
上
紘
一
氏
、
三
上
学
氏
（
西
目
屋

村
教
育
委
員
会
）、
鹿
角
市
で
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
安
保
源
悦
氏
、
佐
藤
寛
氏
（
鹿

角
市
役
所
）、
田
中
康
明
氏
（
鹿
角
市
集
落
支
援
員
）、
椙
本
歩
美
先
生
（
国
際
教
養

大
学
）
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 
（
つ
じ
も
と
・
ゆ
う
き　

弘
前
大
学
地
域
創
生
本
部
助
教
）


